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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定支持構造物によって支持可能であるドア用のドアクローザであって、前記ドアは開
放ドア位置と閉鎖ドア位置の間で可動であり、
　前記固定支持構造物と前記ドアとの一方に据付可能な箱型本体（１０）と、前記固定支
持構造物（Ｓ）と前記ドアとの他方に据付可能な第１の長手軸（Ｘ）を規定するピン（２
０）であって、前記開放ドア位置と前記閉鎖ドア位置との間を前記第１の長手軸（Ｘ）を
中心として回転するように相互に回転自在に連結されている、箱型本体（１０）およびピ
ン（２０）と、
　前記ドアを前記開放ドア位置から前記閉鎖ドア位置に自動的に戻すための閉鎖手段（３
０）と、
　前記閉鎖手段（３０）の作用に対抗するために前記閉鎖手段（３０）に作用する制動手
段（４０）と、を備え、
　前記閉鎖手段（３０）は、前記箱型本体（１０）内で前記開放ドア位置に対応する第１
の圧縮端位置と前記閉鎖ドア位置に対応する第１の延長端位置との間を可動な第１のプラ
ンジャ要素（３２）と相互作用する、第１のカム要素（３１）を備え、
　前記制動手段（４０）は、前記箱型本体（１０）内で前記閉鎖ドア位置に対応する第２
の圧縮端位置と前記開放ドア位置に対応する第２の延長端位置との間を可動な第２のプラ
ンジャ要素（４２）と相互作用する、第２のカム要素（４１）を備え、
　前記第１および第２のカム要素（３１、４１）はいずれも前記ピン（２０）と一体的に
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回転するように前記ピン（２０）と一体であり、
　前記第１のプランジャ要素（３２）は、少なくとも１つの第１のプッシングヘッド（３
３、３３’）を備え、前記第１のプッシングヘッド（３３、３３’）は、前記第１のカム
要素（３１）の少なくとも１つの第１の座部（３４、３４’）であって、前記第１のプッ
シングヘッド（３３、３３’）と相補的形状の前記第１の座部（３４、３４’）と相互作
用するものであり、
　前記第２のプランジャ要素（４２）は、少なくとも１つの第２のプッシングヘッド（４
３）を備え、前記第２のプッシングヘッド（４３）は、前記第２のカム要素（４１）の少
なくとも１つの第２の座部（４４）であって、前記第２のプッシングヘッド（４３）と相
補的形状の前記第２の座部（４４）と相互作用するものであり、
　前記少なくとも１つの第１および第２のプッシングヘッド（３３、３３’、４３）は、
互いにかつ前記第１の長手軸（Ｘ）に平行な第１および第２の平坦な前面（３５’’、３
６’’、４５’’）をそれぞれ少なくとも１つ備え、
　前記少なくとも１つの第１および第２の座部（３４、３４’、４４）は、互いに垂直で
かつ前記第１の長手軸（Ｘ）に平行な第１および第２の平坦な接触面（３７’’、３８’
’、４６’’）をそれぞれ少なくとも１つ備え、
　前記少なくとも１つの第１および第２の前面（３５’’、３６’’、４５’’）は、前
記少なくとも１つの第１および第２の接触面（３７’’、３８’’、４６’’）と接触係
合しており、
　前記ピン（２０）は、前記第１および第２のプランジャ要素（３２、４２）の間に挿置
されており、
　前記第１および第２プランジャ要素（３２、４２）はいずれも、前記箱型本体（１０）
内部の単一の動作チャンバ（５０）内で、前記第１の長手軸（Ｘ）に垂直な第２の長手軸
（Ｙ）に沿って摺動自在に可動であり、前記少なくとも１つの第１および第２のプッシン
グヘッド（３３、３３’、４３）はいずれも前記第１の長手軸（Ｘ）に垂直な第１および
第２の平面（π’、π’’、π’’’）をそれぞれ少なくとも１つ規定するように略板状
形状を有している、ことを特徴とする、
　ドアクローザ。
【請求項２】
　前記第１および第２のプランジャ要素（３２、４２）は、前記ピン（２０）に対して相
互に向かい合う、
　請求項１に記載のドアクローザ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの第１および第２の平面（π’、π’’、π’’’）は、相互に平
行である、
　請求項１または２に記載のドアクローザ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１の前面（３５’’、３６’’）および少なくとも１つの第１
の接触面（３７’’、３８’’）は、前記閉鎖ドア位置において互いに平行であり、かつ
前記開放ドア位置において互いに垂直であり、
　前記少なくとも１つの第２の前面（４５’’）および少なくとも１つの第２の接触面（
４６’’）は、前記閉鎖ドア位置において互いに垂直であり、かつ前記開放ドア位置にお
いて互いに平行である、
　請求項１から３のいずれか１項に記載のドアクローザ。
【請求項５】
　前記閉鎖手段（３０）は、前記少なくとも１つの第１のプッシングヘッド（３３、３３
’）と前記少なくとも１つの第１の座部（３４、３４’）との相互作用を促進するために
前記第１のプランジャ要素（３２）に作用する第１の反作用弾性手段（３９）を備え、
　前記制動手段（４０）は、前記少なくとも１つの第２のプッシングヘッド（４３）と前
記少なくとも１つの第２の座部（４４）との相互作用を促進するために前記第２のプラン
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ジャ要素（４１）に作用する第２の反作用弾性手段（４７）を備える、
　請求項１から４のいずれか１項に記載のドアクローザ。
【請求項６】
　前記動作チャンバ（５０）は、作動流体を備え、
　前記第１のプランジャ要素（３２）は、円筒状の第１の後部（３２’）と、前記少なく
とも１つの第１のプッシングヘッド（３３、３３’）を含む第１の前部（３２’’）と、
を備え、
　前記第２のプランジャ要素（４２）は、円筒状の第２の後部（４２’）と、前記少なく
とも１つの第２のプッシングヘッド（４３）を含む第２の前部（４２’’）と、を備え、
　前記第１および第２の後部（３２’、４２’）は、前記動作チャンバ（５０）を、相互
に流体連通する第１、第２、および第３の隣接する可変容積区画（５１、５２、５３）に
区切るように設計されている、
　請求項５に記載のドアクローザ。
【請求項７】
　前記第１および第３の可変容積区画（５１、５３）は、前記閉鎖ドア位置に対応してそ
れぞれ最大および最小容積と、前記開放ドア位置に対応してそれぞれ最小および最大容積
と、を有するように設計され、
　前記第１の反作用弾性手段（３９）は、前記第１の可変容積区画（５１）内にあり、
　前記第２の反作用弾性手段（４７）は、前記第３の可変容積区画（５３）内にあり、
　前記第１および第２のカム要素（３１、４１）は、いずれも前記第２の可変容積区画（
５２）内にある、
　請求項６に記載のドアクローザ。
【請求項８】
　前記動作チャンバ（５０）は、ドアの開放時には作動流体が前記第１の可変容積区画（
５１）から前記第２の可変容積区画（５２）を経由して前記第３の可変容積区画（５３）
に流れることを許可し、ドアの閉鎖時には作動流体が前記第３の可変容積区画（５３）か
ら前記第２の可変容積区画（５２）を経由して前記第１の可変容積区画（５１）に逆流す
ることを許可するように設計された作動流体の流れを制御する制御手段（６０）を備える
、
　請求項６または７に記載のドアクローザ。
【請求項９】
　前記制御手段（６０）は、前記第１の可変容積区画（５１）と前記第２の可変容積区画
（５２）とを流体連通させるために前記第１のプランジャ要素（３２）を貫通する第１の
貫通孔（６１）と、前記第３の可変容積区画（５３）と前記第２の可変容積区画（５２）
とを流体連通させるために前記第２のプランジャ要素（４２）を貫通する第２の貫通孔（
６２）と、を備え、
　前記制御手段（６０）は、前記第１の貫通孔（６１）と相互作用する第１の逆止弁（６
３）と、前記第２の貫通孔（６２）と相互作用する第２の逆止弁（６４）と、をさらに備
え、
　前記第１および第２の逆止弁（６３、６４）は、前記ドアの開放時には選択的に開いて
作動流体が前記第１の可変容積区画（５１）から前記第１の貫通孔（６１）を経由して前
記第２の可変容積区画（５２）に流れ、そして前記第２の可変容積区画（５２）から前記
第２の貫通孔（６２）を経由して前記第３の可変容積区画（５３）に流れるのを許可し、
前記ドアの閉鎖時には選択的に閉じて前記逆止弁を経由する作動流体の逆流を阻止するよ
うに相互に連携する、
　請求項８に記載のドアクローザ。
【請求項１０】
　前記制御手段（６０）は、前記第１および第２の逆止弁（６３、６４）の閉鎖時に、前
記第２の可変容積区画（５２）を経由して前記第３の可変容積区画（５３）と前記第１の
可変容積区画（５１）とを流体連通させて前記ドアの閉鎖時に前記作動流体の逆流を許可
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するために、前記箱型本体（１０）の内部に油圧回路（７０）をさらに備える、
　請求項９に記載のドアクローザ。
【請求項１１】
　前記油圧回路（７０）は、前記第３の可変容積区画（５３）と前記第２の可変容積区画
（５２）とを流体連通させるために、前記第２のプランジャ要素（４２）と前記動作チャ
ンバ（５０）との間に隙間（７５）を備え、
　前記油圧回路（７０）は、前記第２の可変容積区画（５２）と流体連通する少なくとも
１つの入口部（７２）と前記第１の可変容積区画（５１）と流体連通する少なくとも１つ
の出口部（７３）とを有する前記箱型本体（１０）を貫通するチャネル（７１）をさらに
含む、
　請求項１０に記載のドアクローザ。
【請求項１２】
　前記チャネル（７１）は、第２の出口部（７４）を備え、
　前記第１のプランジャ要素（３２）の前記第１の後部（３２’’）は、前記第２の長手
軸（Ｙ）に沿って前記第１のプランジャ要素（３２）と一体的に摺動自在の第３の貫通孔
（３２’’’）を備え、
　前記第２の出口部（７４）および前記第３の貫通孔（３２’’’）は、前記第１のプラ
ンジャ要素（３２）が圧縮端位置の近くにあるとき相互に分離が可能であり、閉鎖ドア位
置に向けてドアが加速する力を加えるべく前記チャネル（７１）を前記第１の可変容積区
画（５１）と選択的に流体連通させるために前記第１のプランジャ要素（３２）が延長端
位置の近くにあるとき相互に連結が可能である、
　請求項１１に記載のドアクローザ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に閉鎖ヒンジの技術分野で適用可能であり、具体的にはドアクローザ
、特にガラスドア用のドアクローザに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、ドアクローザは一般に固定構造物、たとえば、ドアフレームによって支
持されるドアを閉鎖するために使用される。
【０００３】
　ドアクローザは、通常、ドアと固定構造物との一方に取り付けられ、取り付け要素に枢
着された可動要素を備え、取り付け要素は、通常、ドアと固定構造物との他方に取り付け
られている。
【０００４】
　さらに、ドアなどを閉鎖ドア位置に自動的に戻すために可動要素に作用する閉鎖手段が
提供される。
【０００５】
　欧州特許第０４０７１５０号明細書から、あるドアクローザが周知である。このドアク
ローザは箱型本体と、ドアを閉鎖ドア位置に自動的に戻すためにドアに接続可能な外部ア
ームと、を含む。箱型本体はサイズがきわめて大きいため、このような周知の装置は大き
な嵩張りを有する。したがって、このような装置の設置は、費用のかかる難しいフロアの
調整作業を必要とし、この作業は限られた作業者によってなされなければならない。
【０００６】
　さらに、外部アームが存在するために、この周知のドアクローザは美的魅力が著しく乏
しい。
【０００７】
　さらに、この周知の装置は、引っ張られる場合に閉鎖に対する抵抗が大きい。結果とし
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て、特にガラスドアの場合、これはユーザーにとって危険性が高い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許第０４０７１５０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、高い有効性、構造の簡素化、および低コストを特徴とするドアクロー
ザを提供することによって上記の欠点を少なくとも部分的に克服することである。
【００１０】
　本発明のもう１つの目的は、きわめて適度な嵩張りのドアクローザを提供することであ
る。
【００１１】
　本発明のもう１つの目的は、設置がきわめて容易であるドアクローザを提供することで
ある。
【００１２】
　本発明のもう１つの目的は、開放ドア位置からのドアの自動閉鎖が確実に行われるドア
クローザを提供することである。
【００１３】
　本発明のもう１つの目的は、ドアクローザが載置されるドアの、開放時および閉鎖時の
ドアの制御運動が確実に行われるドアクローザを提供することである。
【００１４】
　本発明のもう１つの目的は、その動作を変えずに、かつ、いかなる調整も必要とするこ
となく非常に重いドアと窓の移動を制御することができるドアクローザを提供することで
ある。
【００１５】
　本発明のもう１つの目的は、最小数の構成要素を有するドアクローザを提供することで
ある。
【００１６】
　本発明のもう１つの目的は、正確な閉鎖ドア位置を経時的に維持することができるドア
クローザを提供することである。
【００１７】
　本発明のもう１つの目的は、引っ張られる場合に閉鎖に対するいかなる抵抗も示さない
きわめて安全なドアクローザを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　このような目的は、以下でさらに明らかになる他の目的と同様に、ドアとドアを支持す
る固定構造物との一方に据付されるのに適した取り付け要素と、ドアと固定構造物との他
方に据付されるのに適した可動要素とを備えるドアクローザによって満たされる。
【００１９】
　可動要素は開放ドア位置と閉鎖ドア位置との間を第１の長手軸を中心として回転するよ
うに取り付け要素に回転自在に連結され、第１の長手軸は実質的に縦方向であってもよい
。
【００２０】
　可動要素、または取り付け要素は、箱型本体を備えていてもよく、箱型本体は少なくと
も１つの動作チャンバを内部に含んでいてもよい。他方、取り付け要素、または可動要素
は、上記第１の長手軸を規定するピンを備えていてもよい。
【００２１】
　適切には、ドアクローザは、ドアの開放時にドアを閉鎖ドア位置に自動的に戻すように
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可動要素に作用する閉鎖手段を備える。
【００２２】
　さらにドアクローザは、閉鎖手段の作用に対抗するために閉鎖手段に作用する制動手段
を備えていてもよい。
【００２３】
　こうして、開放ドア位置から閉鎖ドア位置へのドアの回転を制御することが可能になる
。
【００２４】
　有利には、閉鎖手段は、箱型本体内で開放ドア位置に対応する第１の圧縮端位置と閉鎖
ドア位置に対応する第１の延長端位置との間を可動である第１のプランジャ要素と相互作
用する第１のカム要素を備えていてもよい。
【００２５】
　第１のプランジャ要素は、箱型本体内で第１の方向に沿って移動してもよく、好ましく
は第１の方向は長手方向であってもよく、さらに好ましくは第１の長手軸に実質的に垂直
であってもよい。
【００２６】
　適切には、制動手段は、箱型本体内で閉鎖ドア位置に対応する第２の圧縮端位置と開放
ドア位置に対応する第２の延長端位置との間を可動である第２のプランジャ要素と相互作
用する第２のカム要素を備えていてもよい。
【００２７】
　第２のプランジャ要素は、箱型本体内で第２の方向に沿って移動してもよく、好ましく
は第２の方向は長手方向であってもよく、さらに好ましくは第１の長手軸に実質的に垂直
であってもよい。
【００２８】
　好ましいが非排他的な実施形態では、第１および第２のプランジャ要素の２つの移動方
向は、互いに平行であってもよい。
【００２９】
　適切には、第１および第２のカム要素は、ピンと一体であってもよい。こうして、第１
および第２のカム要素は、第１の長手軸を中心として一体的に回転してもよい。
【００３０】
　有利には、第１および第２のカム要素であるピンは、第１と第２のプランジャ要素の間
に挿置されてもよい。
【００３１】
　このような特徴の結果、ドアクローザは、非常にコンパクトかつ効果的になり、強い美
的効果を有することになる。
【００３２】
　さらに、このような特徴の結果、ドアクローザは、最小数の構成要素を有することにな
り、ドアクローザの嵩に大きな利点を有する。
【００３３】
　好ましいが非排他的な実施形態では、第１および第２のプランジャ要素は、ピンに関し
て相互に反対の位置にあってもよく、あるいは第１の長手軸に関して同様であってもよい
。
【００３４】
　さらに正確には、第１および第２のプランジャ要素は、第１の長手軸を通り、第１およ
び第２のプランジャ要素の上記第１および／または第２の移動方向に垂直な平面に関して
互いに反対の位置にあってもよい。
【００３５】
　好ましくは、閉鎖手段および制動手段は、箱型本体の内部の単一動作チャンバに完全に
収納されてもよい。
【００３６】
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　有利には、第１および第２のプランジャ要素はいずれも、第１の長手軸に実質的に垂直
な単一の第２の長手軸に沿って摺動自在に可動であってもよい。換言すると、第１および
第２のプランジャ要素の第１および第２の移動方向は、単一の長手軸、すなわち、上記第
２の長手軸上にあってもよい。
【００３７】
　好ましくは、第１および第２のプランジャ要素は、第２の長手軸を規定する単一の動作
チャンバ内で摺動自在に可動であってもよい。この実施形態では、第１および第２のプラ
ンジャ要素は相互に対面されていてもよい。
【００３８】
　嵩があるという理由から、箱型本体によって規定される作業チャンバは第１および第２
のカム要素と第１および第２のプランジャ要素との両方を含んでいてもよい。
【００３９】
　適切には、第１のプランジャ要素は、少なくとも１つの第１のプッシングヘッドを備え
ていてもよく、第１のプッシングヘッドは、第１のカム要素の少なくとも１つの第１の座
部であって、実質的に第１のプッシングヘッドと相補的形状（ｃｏｕｎｔｅｒｓｈａｐｅ
ｄ）の第１の座部と相互作用するものであり、第２のプランジャ要素は、少なくとも１つ
の第２のプッシングヘッドを備えていてもよく、第２のプッシングヘッドは、第２のカム
要素の少なくとも１つの第２の座部であって、実質的に第２のプッシングヘッドと相補的
形状の第２の座部と相互作用するものである。
【００４０】
　この実施形態の結果、ドアクローザは、正確な閉鎖ドア位置を、経時的に、きわめて安
全であることにもよって維持することになる。
【００４１】
　縦方向の嵩を最小にするために、少なくとも１つの第１および第２のプッシングヘッド
はいずれも、第１の長手軸に実質的に垂直な第１および第２の平面それぞれを規定するよ
うに略板状形状を有していてもよい。好ましくは、これらの第１および第２の平面は、相
互に平行であってもよい。
【００４２】
　有利には、プランジャ要素のプッシングヘッドの形状とは独立に、上記動作チャンバは
作動流体、通常はオイルを備えていてもよい。
【００４３】
　プランジャ要素のプッシングヘッドの形状とは独立に、第１のプランジャ要素は第１の
プッシングヘッドを規定する実質的に円筒状の第１の後方部と第１の前方部を備えていて
もよく、第２のプランジャ要素は第２のプッシングヘッドを規定する実質的に円筒状の第
２の後方部と第２の前方部を備えていてもよい。
【００４４】
　第１および第２の後方部は、動作チャンバを、相互に流体連通する第１、第２、および
第３の隣接する可変容積区画に区切るように設計されてもよい。
【００４５】
　適切には、プランジャ要素のプッシングヘッドの形状とは独立に、動作チャンバは、ド
アの開放時には第１の区画から第２の区画を通って第３の区画に作動流体が流れることを
許可し、ドアの閉鎖時には第３の区画から第２の区画を通って第１の区画に作動流体が逆
流することを許可するよう作動流体の流れを制御する制御手段を備えていてもよい。
【発明の効果】
【００４６】
　このような実施形態では、開放時のドアの運動を確実に制御してきわめて安全かつ実用
的であるドアクローザを得ることができる。
【００４７】
　さらに、このような特徴の結果、本発明によるドアクローザは、嵩を最小にすることに
もよって非常に重いドアの閉鎖時に回転を油圧制御することができる。
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【００４８】
　要するに、取り付け要素および可動要素の相互回転運動が閉鎖時に自由であるので、本
発明によるドアクローザはきわめて安全であることになる。閉鎖段階の間、制御手段は、
取り付けおよび可変要素の相互回転とは独立に第３の可変容積区画から第１の可変容積区
画までの作動流体の逆流を調整することになり、したがって、ユーザーはドアクローザお
よび／またはドアを破損する危険を伴わずに任意の速度でドアを自由に閉鎖することにな
る。
【００４９】
　本発明の有利な実施形態は従属請求項によって規定される。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
　本発明のさらなる特徴および利点は、本発明によるドアクローザのいくつかの好ましい
非排他的な実施形態についての詳細説明を読み進むことにより一層明らかになるであろう
。本発明を以下の添付図面を用いて非限定的な例として説明する。
【００５１】
【図１】ドアクローザ１の分解立体図である。
【図２】ピン２０と一体化される第１および第２のカム要素３１および４１の概略斜視図
であり、ピン２０は第１および第２のプランジャ要素３２、４２の間に挿置される。
【図３ａ】箱型本体１０の斜視図である。
【図３ｂ】箱型本体１０の部分断面図である。
【図４ａ】第１のプランジャ要素３２の斜視図である。
【図４ｂ】第１のプランジャ要素３２の断面図である。
【図５ａ】第２のプランジャ要素４２の斜視図である。
【図５ｂ】第２のプランジャ要素４２の断面図である。
【図５ｃ】第２のプランジャ要素４２の正面図である。
【図６ａ】ピン２０と一体化されている第１および第２のカム要素３１、４１の斜視図で
ある。
【図６ｂ】ピン２０と一体化されている第１および第２のカム要素３１、４１の斜視図で
ある。
【図６ｃ】ピン２０と一体化されている第１および第２のカム要素３１、４１の側面図で
ある。
【図７ａ】開放ドア位置におけるドアクローザ１の断面斜視図であり、排出部７２および
第３の貫通孔３２’’’は相互に分離されている（第１および第２のばね３９、４７は理
解しやすくするために示されていない）。
【図７ｂ】開放ドア位置におけるドアクローザ１の側面図であり、排出部７２および第３
の貫通孔３２’’’は相互に分離されている（第１および第２のばね３９、４７は理解し
やすくするために示されていない）。
【図８ａ】閉鎖ドア位置に近い位置おけるドアクローザ１の断面斜視図であり、ドアに閉
鎖ドア位置に向けてラッチ作用を加えるべくチャネル７１を第１の可変容積区画５１と選
択的に流体連通させるために排出部７２および第３の貫通孔３２’’’は相互に連結され
ている（第１および第２のばね３９、４７は理解しやすくするために示されていない）。
【図８ｂ】閉鎖ドア位置に近い位置おけるドアクローザ１の側面図であり、ドアに閉鎖ド
ア位置に向けてラッチ作用を加えるべくチャネル７１を第１の可変容積区画５１と選択的
に流体連通させるために排出部７２および第３の貫通孔３２’’’は相互に連結されてい
る（第１および第２のばね３９、４７は理解しやすくするために示されていない）。
【図９ａ】閉鎖ドア位置におけるドアクローザ１の断面斜視図である（第１および第２の
ばね３９、４７は理解しやすくするために示されていない）。
【図９ｂ】閉鎖ドア位置におけるドアクローザ１の側面図である（第１および第２のばね
３９、４７は理解しやすくするために示されていない）。
【発明を実施するための形態】
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【００５２】
　前述の図を参照すると、ドアクローザ１はドア、特にガラスドアに有利に適用可能であ
り、ドアは固定支持構造物、たとえば、フロアによって支持されてもよい。
【００５３】
　図では、ドアおよび固定支持構造物はいずれも本発明に含まれておらず、これらはそれ
自体が周知であるので図示されていない。
【００５４】
　好ましくは、図１において特に明らかなように、ドアクローザ１はプレート２を含んで
いてもよく、プレート２は固定支持構造物、たとえばフロアに、適切な留具３によって据
付されてもよい。
【００５５】
　こうして、たとえば、周知の解決策に関して必要とされる費用のかかる難しいフロアの
調整作業を回避してドアクローザ１を容易かつ円滑に設置することが可能になる。
【００５６】
　明らかに、ドアクローザ１は、ドアの支持フレームに同様に据付されてもよい。
【００５７】
　ドアクローザ１は、ドアの他端に簡単な蝶番を用いて単独で使用されてもよく、２つま
たはそれ以上のドアクローザ１を組み合わせて使用されてもよい。
【００５８】
　特に詳細には、ドアクローザ１は、第１の長手軸Ｘを中心として回転するようにピン２
０に回転自在に連結された箱型本体１０を備えることになり、第１の長手軸Ｘは実質的に
縦方向であってもよい。
【００５９】
　添付図に示した実施形態では、箱型本体１０はドアクローザ１の可動要素を規定するた
めにドアに据付され、ピン２０はドアクローザ１の取り付け要素を規定するためにプレー
ト２を介してフロアＳに据付される。
【００６０】
　同様に、添付の特許請求の範囲によって規定される本発明の保護の範囲から逸脱するこ
となく、ピン２０は可動要素を規定するためにドアに据付されてもよく、箱型本体１０は
取り付け要素を規定するために固定支持構造物Ｓに据付されてもよい。
【００６１】
　ピン２０は、軸Ｘを規定するために細長い形状を有していてもよく、プレート２へのピ
ン２０の据付に適した第１の据付部２１と第２の作業部２２とを含んでいてもよい。これ
らの機能については以下でさらに説明する。第１の据付部および第２の作業部はいずれも
同じピン２０の一部分であるので単一体であってよい。
【００６２】
　こうしてユーザーは、ドアの開放時に箱型本体１０とピン５を、軸Ｘを中心として相互
回転させることになる。
【００６３】
　いったん開放されたドアを確実に自動閉鎖するために、ドアを閉鎖ドア位置に自動的に
戻すようにドアクローザ１の可動要素に作用する、概ね３０で示された閉鎖手段が提供さ
れてもよい。
【００６４】
　閉鎖手段３０の作用に対抗するように閉鎖手段３０に作用する、概ね４０で示された制
動手段がさらに提供されてもよい。
【００６５】
　図２において特に明らかなように、閉鎖手段３０は、第１のプランジャ要素３２と相互
作用する第１のカム要素３１を備えていてもよく、制動手段４０は第２のプランジャ要素
４２と相互作用する第２のカム要素４１を含んでいてもよい。
【００６６】
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　本明細書において使用される「カム」という用語は、円運動を直線運動に変えるのに適
した任意の構成を有する機械的部品を意味する。
【００６７】
　第１および第２のカム要素３１、４１はいずれも、ピン２０と一体的に回転するように
ピン２０と一体であってもよい。特に詳細には、第１および第２のカム要素３１、４１は
ピン２０の作業部２２を規定してもよい。
【００６８】
　他方、第１および第２のプランジャ要素３２、４２は、箱型本体１０内で可動であって
もよい。
【００６９】
　好ましいが非排他的な実施形態では、第１および第２のプランジャ要素３２、４２はい
ずれも単一の動作チャンバ５０内で摺動自在に可動であってもよく、動作チャンバ５０は
第１の長手軸Ｘに実質的に垂直な第２の長手軸Ｙを規定する。
【００７０】
　適切には、動作チャンバ５０は第１および第２のカム要素３１、４１をさらに収納して
もよい。適当には、動作チャンバ５０は円筒状であってもよい。
【００７１】
　特に詳細には、第１のプランジャ要素３２は、開放ドア位置に対応する第１の圧縮端位
置と閉鎖ドア位置に対応する第１の延長端位置との間を第２の長手軸Ｙに沿って摺動自在
に移動してもよい。
【００７２】
　他方、第２のプランジャ要素４２は、閉鎖ドア位置に対応する第２の圧縮端位置と開放
ドア位置に対応する第２の延長端位置との間を第２の長手軸Ｙに沿って摺動自在に移動し
てもよい。
【００７３】
　有利には、ピン２０、または同様に長手軸Ｘ、または同様に第１および第２のカム要素
３１、４１は、第１および第２のプランジャ要素３２、４２の間に挿置されてもよい。
【００７４】
　適切には、添付図に示した好ましい非排他的な実施形態では、第１および第２のプラン
ジャ要素３２、４２は第１の長手軸Ｘを通り第２の長手軸Ｙに垂直な平面πに関して相互
に反対の位置にあってもよい。
【００７５】
　有利には、第１および第２のプランジャ要素３２、４２は、動作チャンバ５０内で相互
に対面されていてもよい。
【００７６】
　適切には、箱型本体１０は、軸Ｙに沿って細長い形状を有していてもよい。換言すると
、箱型本体１０は、主に軸Ｙに沿って長く展開し、Ｙ軸に沿った寸法が他の２つの寸法よ
りも大きくてもよい。
【００７７】
　本発明の好ましいが非排他的な実施形態では、第１のプランジャ要素３２は、一組の第
１のプッシングヘッド３３、３３’を備えていてもよい。第１のプッシングヘッド３３、
３３’は、対応する一組の、第１のカム要素３１の第１の座部３４、３４’であって、実
質的に第１のプッシングヘッド３３、３３’と相補的形状の第１の座部３４、３４’と相
互作用する。また、第２のプランジャ要素４２は、第２のプッシングヘッド４３を備えて
いてもよい。第２のプッシングヘッド４３は、第２のカム要素４１の第２の座部４４であ
って、実質的に第２のプッシングヘッド４３と相補的形状の第２の座部４４と相互作用す
る。
【００７８】
　有利には、第１のプッシングヘッド３３、３３’と第２のプッシングヘッド４３はいず
れも、それぞれ第１の平面π’、π’’および第２の平面π’’’を規定するために略板
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状形状を有していてもよい。
【００７９】
　上記の特徴の結果、本体の嵩張り、特に縦方向の嵩張りは著しく最小化されて美的魅力
が著しく増すことになる。
【００８０】
　適切には、第２のプッシングヘッド４３によって規定された第２の平面π’’’は、第
１のプッシングヘッド３３、３３’によって規定された第１の平面π’、π’’の間にあ
ってもよい。
【００８１】
　図３に特に示すように、第１のプッシングヘッド３３、３３’および第２のプッシング
ヘッド４３は、それぞれ３５および３５’、３６および３６’、４５および４５’で示さ
れた各一組の実質的に平坦な上壁および下壁を含んでいてもよい。
【００８２】
　他方、相補的形状の第１の座部３４、３４’および第２の座部４４は、それぞれ３７お
よび３７’、３８および３８’、４６および４６’で示された各一組の実質的に平坦な上
壁および下壁を備えていてもよい。
【００８３】
　第１のプッシングヘッド３３、３３’の上壁３５および３５’と下壁３６および３６’
は対応する相補的形状の第１の座部３４、３４’の上壁３７および３７’と下壁３８およ
び３８’にそれぞれ対面していてもよい。また、第２のプッシングヘッド４３の上壁４５
と下壁４５’は対応する相補的形状の第２の座部４４の上壁４６と下壁４６’に対面して
いてもよい。
【００８４】
　本発明の好ましいが非排他的な実施形態では、すべての平面π’、π’’、およびπ’
’’は第１の長手軸Ｘに実質的に垂直であってよく、好ましくは相互に平行であってもよ
い。
【００８５】
　適切には、上壁および下壁である、３５および３５’、３６および３６’、４５および
４５’、３７および３７’、３８および３８’、４６および４６’は、すべて第２の長手
軸Ｙに実質的に平行であってもよい。
【００８６】
　しかしながら、第１のプッシングヘッド３３、３３’および第２のプッシングヘッド４
３は、添付の特許請求の範囲によって規定された本発明の保護の範囲から逸脱することな
く、実質的に板状である限り、任意の形状を有していてもよい。たとえば、第１のプッシ
ングヘッド３３、３３’および第２のプッシングヘッド４３は、実質的に楔状で、収束す
る上壁および下壁を有してもよい。
【００８７】
　適当には、第１のプッシングヘッド３３、３３’はそれぞれ第１の平坦な前面３５’’
および３６’’を備えていてもよく、第２のプッシングヘッド４３は第２の平坦な前面４
５’’を備えていてもよい。
【００８８】
　第１の前面３５’’、３６’’および第２の前面４５’’は、すべて互いにかつ第１の
長手軸Ｘに実質的に平行であってもよい。
【００８９】
　第１の相補的形状の座部３４、３４’はそれぞれ第１の実質的に平坦な接触面３７’’
、３８’’を含んでいてもよく、第２の相補的形状の座部４４は第２の実質的に平坦な接
触面４６’’を含んでいてもよい。
【００９０】
　第１の接触面３７’’、３８’’は相互に平行であってもよく、特に詳細には、これら
は共面であってもよく、すなわちこれらは同一平面上にあってよい。他方、第１の接触面
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３７’’、３８’’は第２の相補的形状の座部４４に垂直であってもよい。
【００９１】
　第１の前面３５’’、３６’’および第２の前面４５’’は、それぞれ第１の接触面３
７’’、３８’’および第２の接触面４６’’と接触係合していてもよい。
【００９２】
　先に既に指摘したように、カム要素３１、４１は、縦軸Ｘを中心としてピン２０ととも
に回転することができるようにピン２０と一体である。したがって、相補的形状の第１の
座部３４、３４’および第２の座部４４の第１の接触面３７’’、３８’’および第２の
接触面４６’’もピン２０と一体的に軸Ｘを中心として回転することになる。
【００９３】
　第１の前面３５’’、３６’’および第１の接触面３７’’、３８’’は、閉鎖ドア位
置において互いに実質的に平行となり、かつ開放ドア位置において互いに実質的に垂直と
なるが、第２の前面４５’’および第２の接触面４６’’は、閉鎖ドア位置において互い
に実質的に垂直となり、かつ開放ドア位置において互いに実質的に平行となる。
【００９４】
　第１のプランジャ要素３２の第１のプッシングヘッド３３、３３’の、第１のカム要素
３１の相補的形状の第１の座部３４、３４’への押し付けを促進するために、すなわち、
第１の前面３５’’、３６’’と第１の接触面３７’’、３８’’との間の相互作用を促
進するために、第１の反作用弾性手段３９が提供されてもよく、この手段は第１のプラン
ジャ要素３２に作用する第１のばね３９を備えていてもよく、あるいはこのばねから成っ
ていてもよい。
【００９５】
　他方、第２のプランジャ要素４２の第２のプッシングヘッド４３の、第２のカム要素４
１の相補的形状の第２の座部４４への押し付けを促進するために、すなわち、第２の前面
４５’’と第２の接触面４６’’との間の相互作用を促進するために、第２の反作用弾性
手段４７が提供されてもよく、この手段は第２のプランジャ要素４２に作用する第２のば
ね４７を備えていてもよく、あるいはこのばねから成っていてもよい。
【００９６】
　有利には、第１のカム要素３１の第１の接触面３７’’、３８’’は、同じ出願者名の
国際特許出願第ＷＯ２００７１２５５２４号明細書の教示に従って設計されてもよい。
【００９７】
　特に詳細には、第１のカム要素３１の第１の接触面３７’’、３８’’は、延長端位置
における第１のプランジャ要素３２の第１の前面３５’’、３６’’が上記軸Ｘを越えて
定置されるように、所定距離だけ軸Ｘに関してずらされていてもよい。
【００９８】
　適切には、第１の接触面３７’’、３８’’は、軸Ｘから１～６ｍｍ、好ましくは１～
３ｍｍ、さらに好ましくは約２ｍｍの距離を有していてもよい。
【００９９】
　このような特徴の結果、ドアクローザの閉鎖運動は完全自動になる。換言すると、第１
のプランジャ要素３２は開放ドア位置からわずか数度の回転後に働き始めることになる。
【０１００】
　本発明の好ましい非排他的な実施形態では、動作チャンバ５０は所定量の作動流体、通
常、オイルで満たされてもよい。
【０１０１】
　第１のプランジャ要素３２は、実質的に円筒状の第１の後部３２’と第１のプッシング
ヘッド３３、３３’を含む第１の前部３２’’とを備えていてもよい。また、第２のプラ
ンジャ要素４２は、実質的に円筒状の第２の後部４２’と第２のプッシングヘッド４３を
含む第２の前部４２’’とを備えていてもよい。
【０１０２】
　適切には、第１および第２の後部３２’、４２’は、動作チャンバ５０を、それぞれ５
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１、５２、および５３で示した相互に流体連通する第１、第２、および第３の隣接する可
変容積区画に区切るように設計されてもよい。
【０１０３】
　３つの可変容積区画５１、５２、および５３は、第２の可変容積区画５２が第１の可変
容積区画５１と第３の可変容積区画５３との間に挿置されるように設計されてもよい。こ
うして、第１の可変容積区画５１と第３の可変容積区画５３の間の流体連通は、第２の可
変容積区画５２の作動流体の通過を必ず含むことになる。
【０１０４】
　適切には、第１の可変容積区画５１は第１の反作用弾性手段３９を収納し、第３の可変
容積区画５３は第２の反作用弾性手段４７を収納し、第２の可変容積区画５２は第１およ
び第２のカム要素３１、４１の両方を収納する。
【０１０５】
　適切には、第１および第３の可変容積区画５１、５３は、閉鎖ドア位置に対応してそれ
ぞれ最大容積および最小容積を有するように設計されてもよく、開放ドア位置に対応して
それぞれ最小容積および最大容積を有するように設計されてもよい。
【０１０６】
　本発明の好ましいが非排他的な実施形態では、動作チャンバ５０は、ドアの開放時に第
１の可変容積区画５１から第２の可変容積区画５２を経由して第３の可変容積区画５３に
作動流体が流れ、ドアＤの閉鎖時に第３の可変容積区画５３から第２の可変容積区画５２
を経由して第１の可変容積区画５１に作動流体が逆流することを許可するように作動流体
の流れを制御するために、概ね６０で示された制御手段を備える。
【０１０７】
　有利には、制御手段６０は、第１の可変容積区画５１と第２の可変容積区画５２を流体
連通させるために第１のプランジャ要素３２を貫通する、好ましくは第１のプランジャ要
素３２の第１の前部３２’’に対応する、第１の貫通孔６１を備えていてもよい。また、
第３の可変容積区画５３と第２の可変容積区画５２を流体連通させるために第２のプラン
ジャ要素４２を貫通する、好ましくは第２のプランジャ要素４２の第１の前部４２’’に
対応する、第２の貫通孔６２を備えていてもよい。
【０１０８】
　さらに、制御手段６０は、第１の貫通孔６１と相互作用する第１の逆止弁６３と、第２
の貫通孔６２と相互作用する第２の逆止弁６４とを備えていてもよい。
【０１０９】
　第１および第２の逆止弁６３、６４は、ドアＤの開放時には、作動流体が第１の可変容
積区画５１から第１の貫通孔６１を経由して第２の可変容積区画５２に流れ、そして第２
の可変容積区画５２から第２の貫通孔６２を経由して第３の可変容積区画５３に流れるこ
とを許可し、ドアＤの閉鎖時には、作動流体の逆流を阻止するように、相互に連携する。
【０１１０】
　このために、第１および第２の貫通孔６１、６２と相互作用する第１および第２逆止弁
６３、６４は、第１および第２の貫通孔６１、６２の入口に対応して区画６６、６６’に
収納されたバタフライ要素６５、６５’を有するバタフライタイプのものであってよい。
【０１１１】
　こうして、ドアが開放されると、すなわち、ドアが閉鎖ドア位置から開放ドア位置に移
行すると、第１の可変容積区画５１の容積減少、すなわち、区画内の作動流体の圧力によ
って、作動流体が第２の可変容積区画５２に向かって第１の貫通孔６１を通って自由に流
れるように、バタフライ要素６５が区画６６内で軸方向に摺動されることになる。
【０１１２】
　同時に、第２の可変容積区画５２内の作動流体の圧力によって、作動流体が第３の可変
容積区画５３に向かって第２の貫通孔６２を通って自由に流れるように、バタフライ要素
６５’が区画６６’内で軸方向に摺動されることになる。
【０１１３】
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　逆に、ドアが閉鎖されると、すなわち、ドアが開放ドア位置から閉鎖ドア位置に移行す
ると、バタフライ要素６５、６５’は開放ドア位置とは反対の方向に軸方向に摺動して閉
じ、第１および第２の貫通孔６１、６２を通る作動流体の逆流を阻止することになる。
【０１１４】
　作動流体の逆流を制御することができるように、制御手段６０は箱型本体１０の内部に
概ね７０で示された油圧回路をさらに備えていてもよい。
【０１１５】
　有利には、油圧回路７０は、ドアＤの閉鎖時に第３の可変容積区画５３から上記第２の
可変容積区画５２を経由した第１の可変容積区画５１への作動流体の逆流を制御すること
ができるように、動作チャンバ５０と流体連通するチャネル７１とを備えていてもよい。
【０１１６】
　適切には、チャネル７１は、特に図３ｂで明らかな入口部７２と、少なくとも１つの第
１の出口部７３とを備えていてもよい。好ましくは、チャネル７１は第２の出口部７４を
備えていてもよい。チャネル７１の機能を以下でさらに説明する。
【０１１７】
　入口部７２は、第２の可変容積区画５２とチャネル７１とを流体連通させてもよく、第
１の出口部７３は、チャネル７１と第１の可変容積区画５１とを流体連通させてもよい。
【０１１８】
　適切には、第２のプランジャ要素４２は、その第２の後部４２’の円筒状外面が動作チ
ャンバ５０の側壁とともに、好ましくは実質的に管状の隙間７５を規定するように、所定
のクリアランスを有して動作チャンバ５０の中に挿入されてもよい。隙間７５は、第３お
よび第２の可変容積区画５３、５２を相互に流体連通させるのに適している場合もある。
【０１１９】
　こうして、ドアが閉鎖されると、すなわち、ドアが開放ドア位置から閉鎖ドア位置に移
行すると、第３の可変容積区画５３の容積減少、すなわち、区画内の作動流体の圧力によ
って、第２の可変容積区画５２に向かって流れるような、隙間７５を通る作動流体の流れ
が生じることになる。
【０１２０】
　同時に、第２の可変容積区画５２における作動流体の圧力によって、入口部７２、チャ
ネル７１、および第１の出口部７３を経由した第１の可変容積区画５１までの作動流体の
流れが生じることになる。
【０１２１】
　上記の特徴の結果、開放ドア位置から閉鎖ドア位置までとその逆のドアの回転を制御す
ることが可能になる。より一般的には、本発明によるドアクローザによって、開放時にも
閉鎖時にもドアの運動が確実に制御される。
【０１２２】
　実際には、開放時に、制御された運動によってドア自体と対応する活動区域にいる可能
性のあるユーザーとの両方を保護するようにドアの突然の開放が阻止される。さらに、閉
鎖時には、制御された運動によって上記ドアのフレームとの強い衝突を阻止することがで
きる。
【０１２３】
　このような特徴の結果、本発明によるドアクローザはユーザーにとってきわめて安全か
つ実用的なものになる。
【０１２４】
　本発明によるドアクローザは、その閉鎖時に取り付け要素と可動要素の相互回転運動が
自由に行えることもあって非常に安全なものとなる。実際に、閉鎖段階で、オイルは取り
付け要素と可動要素の相互回転速度から独立して第３の可変容積区画５３から第２の可変
容積区画５２に流れ、さらに第１の可変容積区画５１に流れることになる。
【０１２５】
　こうして、ユーザーはドアクローザまたはドアを破損する危険を伴わずに任意の速度で
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ドアを自由に閉鎖することになる。
【０１２６】
　開放ドア位置から閉鎖ドア位置までのドアの回転速度を調整するために、チャネル７１
は第１の適切な調整手段を含んでいてもよい。
【０１２７】
　有利には、第１の調整手段は、第１の出口部チャネル７３内の作動流体の通過区域を塞
ぐために箱型本体１０を貫通し、第１の出口部チャネル７３と相互作用する第１のねじ８
１を備えていてもよい。
【０１２８】
　こうして、第１の出口部７３の通過区域を調整することが可能であり、すなわち、第１
の出口部７３を通過する作動流体の容積を調整してドアの閉鎖速度を調整することが可能
である。
【０１２９】
　適切には、第１のプランジャ要素３２の第１の後部３２’’は、第２の長手軸Ｙに沿っ
て第１のプランジャ要素３２と一体的に摺動自在の第３の貫通孔３２’’’を備えていて
もよい。
【０１３０】
　有利には、チャネル７１の第２の出口部７４と第３の貫通孔３２’’’とは、第１のプ
ランジャ要素３２が軸Ｙに沿ってその摺動中に圧縮端位置の近くにあるとき相互に分離す
ることが可能であり、同じ第１のプランジャ要素３２が延長端位置の近くにあるとき相互
に連結することが可能である。
【０１３１】
　最後の位置では、第２の出口部７４と第３の貫通孔３２’’’との連結によって、閉鎖
ドア位置に向かってドアにラッチ作用を加えるように、チャネル７１と第１の可変容積区
画５１とが選択的に流体連通されることになる。
【０１３２】
　適当には、上記のラッチ作用、すなわち、閉鎖ドア位置に向かってドアが加速する力を
調整するために、チャネル７１は第２の適切な調整手段を含んでいてもよい。
【０１３３】
　有利には、第２の調整手段は、第２の出口部７４内の作動流体の通過区域を塞ぐために
箱型本体１０を貫通して第２の出口部７４と相互作用する第２のねじ８２を備えていても
よい。
【０１３４】
　こうして、第２の出口部７４の通過区域を調整することが可能であり、すなわち、通過
区域を通過する作動流体の容積を調整して閉鎖ドア位置に向かうドアのラッチ作用を調整
することが可能である。
【０１３５】
　適切には、第１の出口部７３は、チャネル７１に沿って第２の出口部７４の下流に位置
してもよい。
【０１３６】
　有利には、第１の出口部７３は、第１のプランジャ要素３２の後部３２’が軸Ｙに沿っ
てその摺動中に第１のプランジャ要素３２を通過する作動流体の流路を塞がないように、
第２の出口部７４から十分離れて位置していてもよい。
【０１３７】
　先の説明から、本発明によるドアクローザが意図された目的を満たすことが明らかであ
る。
【０１３８】
　本発明によるドアクローザは多くの変更および変形が可能であり、そのすべては添付の
特許請求の範囲において表わされる本発明の概念に含まれる。すべての詳細は他の技術的
に等価な要素に置き換えられてよく、材料は本発明の範囲から逸脱することなく必要に応
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じて異なっていてもよい。
【０１３９】
　添付図を参照してドアクローザを具体的に説明してきたが、説明および特許請求の範囲
において使用される参照番号は本発明の理解力を高めるために使用されており、主張範囲
に制限を加えるものではない。
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